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■はおやすみです。 

開館時間 月曜日～金曜日 １０：００～１９：００ 

     土曜日・日曜日・祝日 １０：００～１８：００ 

休館日  第３火曜日、年末年始１２月２９日～１月３日 

 

ぬまくま図書館だより 
   福山市沼隈図書館 Ｎｏ.１９２ ２０２５年４月発行  

        

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月９日（水）・２３日（水） 

１１：００～１１：２０ 

 
 

毎週土曜日 

１４：００～１４：２０ 

 

日 月 火 水 木 金 土 

  １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ 

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ 

２７ ２８ ２９ ３０    

 

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

 

貸出冊数 １人１０冊 

（内、視聴覚資料は５点まで） 

貸出期間 ２週間 

沼隈地域を中心に演奏活動をされている鈴木純治さん

によるハーモニカのコンサート 

と き ：４月２０日（日） １４：００～１５：００ 

と こ ろ ：沼隈図書館 ２階 研修室 

演奏曲：「朧月夜」「赤いハンカチ」「東京ラプソディー」

「瀬戸の花嫁」ほか 

 

 

 

 

参加無料です！ 

どなた様もご自由にお越しください 

展示 

２０２５年度は、朝鮮通信使復元船が福山市に来

航します。このことを記念し、朝鮮通信使および、関

連資料の解説パネルを展示します。あわせて、関

連本の展示・貸出しを行います。 

期 間 ：４月１６日（水）～５月１９日（月） 

と こ ろ ：沼隈図書館 常設展示室 

共 催 ：文化振興課 
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『ベランダで愉しむ小さな寄せ植え菜園』 たなか やすこ／著 山と溪谷社 626.9タ 

  ベランダで寄せ植え菜園を始めてみませんか。土も肥料も最小限で、花を寄せ植えするように、野菜を 

ハーブや花と寄せ植えします。 

  入れ替え不要の使い続けられる土づくりから、寄せ植えの組み合わせで虫を遠ざけたり、 

病気を防ぐコツ、リレー栽培の方法を写真やイラストで分かりやすく解説しています。 

 

おとな向け 

書名 著者 出版社 記号 

それ、すべて過緊張です。 奥田 弘美 フォレスト出版 141.6オ 

非認知能力  新星出版社 159ヒ 

５０センチ以内で作るミニキルト歳時記 
 日本ヴォーグ社 594.9コ 

農家が教える厄介な雑草の叩き方  農山漁村文化協会 615.6ノ 

しらゆきの果て 澤田 瞳子 KADOKAWA Fサワ 

星の教室 高田 郁 角川春樹事務所 Fタカ 

今夜はジビエ 小川 糸 幻冬舎 914.6オ 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども向け

  ほんのなまえ かいたひと しゅっぱんしゃ きごう 

ぐるっといっしゅうせかいちずえほん  大泉書店 290ク 

工場大ずかん うえたに夫婦 偕成社 500ウ 

世界のスゴイ彫刻 佐藤 晃子 Gakken 710サ 

もしぼくが鳥だったら アマル ゆぎ書房 Eア 

にくのくいーん はらぺこめがね 教育画劇 Eハ 

 

 

 

 

 

 

 

〒720-0313 福山市沼隈町常石 1810番地 電話 (084)987-5630 福山市沼隈図書館 

『巨石
きょせき

運搬
うんぱん

！』     鎌田 歩／作  アリス館 E カ 

今
いま

から４００年前
ねんまえ

、大阪
おおさか

にお城
しろ

をつくるために、瀬戸内海
せ と な い か い

の島
しま

から石
いし

がきりだされました。 

 石工
い し く

がノミや大
おお

ゲンノをつかい岩
いわ

から石
いし

をきりシュラ（大
おお

きなソリ）にのせます。山
やま

のうえ

からすこしずつふなつきばへすすみ、船
ふね

で大阪
おおさか

のみなとにはこびました。 

 こうしてできた大阪
おおさか

城
じょう

の石垣
いしがき

には、たくさんの人
ひと

のちからと知恵
ち え

がつみかさなっています。 


